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本書復刊に関して

　本書『乗用車用ガソリンエンジン入門』は1995年（平成 7年）に弊社で

編集・刊行したものです。著者の林義正氏が，エンジニアを目指して大学

で学ぶ学生たちのための入門用テキストとして執筆した本でしたが，実用

エンジンとしてもっとも先進的な技術が導入されている乗用車用エンジン

について詳しく解説された本は他に類がなく，学生のみならず，自動車を

好きな一般読者はもちろん，自動車メーカーで働く技術者などにも幅広く

読まれ，活用された技術解説書です。

　初版発行から10年以上がたちましたが，いまも，本書を求める声が弊

社に数多く寄せられていることから、著者の林氏の了承のもと、復刊を企

画しました。

　復刊に際しては，林氏に依頼して内容の確認を行い適正な修正を施し，

さらに装丁を一新した新装版として，新たに刊行することにいたしました。

2018年　グランプリ出版　小林謙一



はじめに

　本書の初版は企業でのエンジン開発現場から，大学の教育現場に移ったときに工

学教育に危機を感じ，一気に書き下したものである。将来，エンジニアとして研究

開発を夢みる学生たちが使っていた教科書は，あまりにも古い技術が取り上げられ

ていた。例えば，最大ピストン速度は10m/s が限度，シリンダー内の火炎伝播速

度は20数m/s，キャブレータやディストリビューターの説明はあるがＥＧＩには触

れられていない。

　入門用のテキストのつもりであったが，エンジンの開発に携わっている方からも

活用しているとのお言葉をいただき，復刊を決意した。エンジンの技術に興味のあ

る方，さらには広くクルマ関係の仕事に携わる方にも興味をもっていただける内容

である。さらに専門的な知識を有している人にとっても，エンジン全体を広く理解

するのに何らかのお役に立つと考える。

　エンジン設計者の観点から，なぜこのような形状や構造になるのかを，図や写真

を使って多角的に述べている。エンジンはもっとも複雑な総合機械であり，機械工

学の 4力学や材料学，制御工学を駆使して開発される。また，抽象的な学問である

熱力学もエンジンのあるべき姿を考察するのに不可欠であり，実際の現象と対比し

て理解しやすくなるように工夫した。なお，エンジンの技術は広範囲におよぶため，

インジェクターや燃料ポンプなどは完成品とみなし，システムの一部として取り上

げるのにとどめた。

　本書の初版が出た1995年の秋頃には , 従来の工学単位からＳＩ単位への移行期で

あった。そこで，一足早くＳＩ単位に統一するかどうか迷ったが，まだ工学単位に

慣れている方が多いと考え，敢えて工学単位を使うことにした。本書でとくに多く

使用した工学単位からＳＩ単位への換算表を27ページの表 1-2 にまとめている。

　私は，モータリゼーションの黎明期に日産自動車（株）に入社し，幸運にも研究開

発畑を歩むことができた。名神，東名高速道路の開通や鈴鹿サーキットなどの誕生

がトリガーとなりエンジン高出力化技術の開発，大気汚染が問題化すると排気の清

浄化，騒音規制の強化に対応し騒音振動低減技術の開発，モータースポーツブーム



が訪れると，当時人気のグループＣカー用の予選時には千馬力を越えるＶ 8のタ

ーボエンジンの開発に携わることができた。いずれの開発においても理論的に追求

し，成功体験を反芻して，既成概念にとらわれない発想を加えれば，次の難題でも

必ずブレークスルーできることを学んだ。

　本書が少しでもお役に立てれば幸いである。
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慣性モーメント

圧　力

熱　量

エネルギー

仕　事

トルク

力

kgfms2

kgf/cm2

kcal

kgfm

kgfm

kgfm

kgf

工学単位

kgm2

kPa

kJ

J

Nm

Nm

N

ＳＩ単位

9.80665

9.80665×10

4.1868

9.80665

9.80665

9.80665

9.80665

換算係数

本書の工学単位のSI単位への換算表
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おわりに

　オットーが自動車用ガソリンエンジンの原型である 4サイクルエンジンを発明し

て，すでに140年以上が経過している。その間にいろいろな改良が加えられてきた

が，まだ完成されたとは言いがたい。確かに，現時点で使われているエンジンは自

動車用として課せられた要求を満たしている。

　しかし，かつての排気や騒音などのように新たな社会的なニーズが現れると，そ

れに対応して技術は進歩する。地球温暖化対策として，従来の燃費対策とは別の次

元の熱効率の改善が要求されると，またその方向の技術が急速に進歩する。ハイブ

リッドシステムとして，究極の総合熱効率を追求するのに最適なエンジンも必要に

なる。

　一方，新技術や新材料が開発されれば，それを適用して一段とレベルアップされ

る。シーズがリードする開発である。かつて，電子制御技術を採用することにより，

空燃比や点火時期の制御に革命をもたらした。それまでの機械式の制御では不可能

であった運転変数を自由自在にセットできるようになった。

　また，現在のピストン・クランク機構にまさるメカニズムは実用化されていると

は言いがたい。だが，そのニーズが高まるとそちらの技術も進歩するだろう。エン

ジンは社会の要求に沿って進化してゆく。これほど多くのエンジニアが係わって，

まだ発展の段階にある機械はまれである。そこにエンジニアの夢がある。
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